激励の辞
 坂本  健／東京都板橋区長
　本日、木浦市において、日韓福祉国際セミナーが開催されることを、まずは心よりお祝いいたします。また、板橋区からの参加者を温かくお迎えいただいたことに感謝を申し上げます。
　木浦市と板橋区は、木浦出身の東アジア政経アカデミー理事長永野慎一郎先生が板橋区内の大学で教育研究をされていたご縁から交流が始まり、昨年には「愛の黙示録」映画会の開催、木浦市長ご一行様の板橋区来訪が実現しました。
　
隣国である日本と韓国は、いまや経済・文化を中心に大変緊密な関係にあり、また互いの長所を学び合うパートナーでもあります。
　板橋区と木浦市も、今後ともよきパートナーとして成長し合う関係が望まれると思います。
　少子高齢化の進行は、日韓共通の社会的課題であり、地域でも福祉・コミュニティのあり方が摸索されています。
　
今回のセミナーが、福祉分野における学び合いの機会として、双方の住民福祉の充実に役立つことを願うとともに、木浦市民の皆様と板橋区民との交流促進につながることを期待し、メッセージといたします。
